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症例5:，矯正的挺出と歯根分割による棚状歯肉の改善

術者:豊田真基

患者 :51歳，男性

初診:1999年9月

概要:tlass 111の根分岐部病変に対して，矯正治績を用l

主訴: 否T百腫脹と排膿を繰り返す

いることにより.根分岐部開口部の位置のみな

らず周囲組織の形態改善も可能である. ぞの結

果，プラークコントロールも容易となる

7654 2111234567 
残存歯 7654321:阻23456'1

5-1， 5-2 術前.頬側歯肉は棚状を呈している 司近遠心の垂直性

骨吸収と Class111の根分岐部病変が認められる

5-4 付着の増加は認められな

いが，骨は平坦化してきて

いる

5-5 最終補綴物装着時棚状

の歯肉が改善され.根分岐

部開口部の位置も揃ってい

る

5-3 矯正的挺出により.歯槽

頂における骨幅と歯根の頬

舌径の減少を図る

5-6 垂直性骨吸収像は消え，

骨の平坦化が認められる
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Theme 3 補綴物の形態とメインテナンス

症例7:長期経過における根分岐部病変の変化

術者:西堀雅一

患者 :38歳，男性

初診 :1987年8月

主訴:歯ぐきからの出血

. R765432111234567R 残存歯.
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概 要:患歯に動揺がなく ，患者は積極的な介入には消極

的で，現在までスケーリング以外の処置はほとん

ど行っていない.ヱ到は将来抜歯の可能性が高く，

もう少し早い時期に積極的な治療を行ったほうが

よかったのかもしれない.治療開始の時期に苦慮

し，結果的に後手に回ってしまった症例である

EE 
7-1 初診時五lは遠心からの深い 11級の根分岐部病変が存在した 患者の意向もあり 1 外科治

療をせずスケーリ ング ・ルート プレ ニングのみで対応 3カ月おきのメインテナンスに移

行 しTこ

7-2 初診より 15年後. この聞に到は抜歯となり .2]には著明な骨吸収 J討遠心部にも骨吸収

が認められた ヱlは近い将来抜歯を考えている 到は根分岐部病変が存在しているものの.

まだ十分にメインテナンス可能と考えている 71遠心根は踊蝕のため分割抜去 i7遠心根も

根尖までの骨吸収が認められる 大臼歯以外の単根歯では初診時に比べ著明な骨吸収の進行

は認められなかった
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